
「CIM事業における成果品作成の手引き」に対応した 

成果品作成手順 

（Allplan 2017） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



IFCを出力する前に 

IFCを出力するためには、IFCの空間要素に対応する「建物構成」を作成する必要がありま

す。 

1. ファイル＞プロジェクト仕様で開く…をクリックします。 

 

2. 下の「建物構成がありません。」が表示された場合、「建物構造のカスタムを作成」を選

択します。 

 

3. 鉛筆が描かれたアイコンが押されていない状態の場合、これをクリックします。 

 

4. プロジェクトのルートに敷地を追加します。CV 2.0出力の制限のため、敷地は 1つの

み作成してください。 



 

5. 敷地の下に建物を作成します。 

 

6. 建物の下に階を作成します。 

 



7. 建物、または階を右クリックし、図面ファイルを割り当て…を選択します。 

 

 

8. 図面ファイル番号を入力し、図面ファイルを割り当てます。 

複数のファイルを割り当てる場合、「-」や「,」を使用することができます。 

 

  



IFC出力手順 

１．「ファイル」＞「エクスポート」＞「IFCデータをエクスポート」を選択します。 

 

２．出力する図面ファイルを選択します。 

Allplan で IFC ファイルを出力するには建物構成をあらかじめ設定する必要がありま

す。また、この後 CV 2.0認証データの出力を選択するため、敷地を複数選択できませ

ん。 

 

３．IFCデータをエクスポート画面で設定ボタンをクリックします。 

 

  



４．「CV 2.0認証データの出力」にチェックを入れ、転送される要素は「スマートシンボ

ル、SmartPartのインスタンス」「3Dソリッド」「鉄筋」のみとして、OKボタンを押

します。 

（お気に入りとして保存すると、以後そのお気に入りを呼び出すことで適用されます。） 

 

５．参照ボタンを押してファイルを指定し、ファイルタイプを「IFC 2x3 ファイル(*.ifc)」

と設定し、OKボタンを押します。 

 

６．出力が完了すると、結果のログが表示されますので、OKボタンで閉じます。 



 

  



IFC入力手順 

1. ファイル＞インポート＞IFCをインポートをクリックします。 

 

2. インポートする IFCファイルを指定して、OKボタンをクリックします。 

参照ボタンを押してファイルを開くダイアログからも選択できます。 

 

3. IFCファイルの要素を展開する図面ファイルの先頭の番号を指定して、OKボタンを押

します。ここでは、まだ使用していない図面ファイルを選択する必要があります。 



 

4. IFCファイルを読み込まれ、結果のログファイルが表示されますので、OKボタンを押

して閉じます。 

 

5. 指定した図面ファイル番号以降の図面ファイルに読み込まれます。 

 

情報： 

インポートを行うと IFCBuildingElementProxyはスマートシンボル、IFCReinforcingBar

は鉄筋として読み込まれます。スマートシンボルはそのままでは形状編集が行えませんが、

リンクを解除することで、ソリッド要素や一般 3Dオブジェクトに変換でき、形状の編集が

可能となります。 

IFCの空間構成が適切でない場合、空間構成と建物要素との割り当てが適切でない場合は、

正常に読み込むことができません。 

  



属性付加方法 

１．変更＞ボーナスツール＞オブジェクトマネージャ＞オブジェクト属性を割り当て、修

正を選択します。 

 

２．ステータスに「ユーザーパラメータを変更するオブジェクトを選択」と表示されるので、

オブジェクト属性を割り当てるオブジェクトを選択します。 

 

３．「新しい属性を割り当て」ボタンをクリックします。 

 

４．新しい属性を割り当てるには、属性の追加ボタンをクリックします。 



 

５．属性定義を入力します。 

 

６．作成した属性を選択して、OKボタンを押します。 

 

７．属性値を入力して、OKボタンで閉じます。 



 

８．属性を割り当てた状態で IFC 出力を行うと“Allplan Attributes”という名前の

PropertySetの下に Propertyが出力されます。 

 

  



属性情報の確認 

1. 要素を選択し、右クリックメニューの「オブジェクト属性を割り当て、修正」をクリッ

クします。 

 

2. 属性値が確認できます。 

 

3. Allplanデフォルト属性を非表示とすると、独自に付加した属性や、インポートした属

性が分かりやすくなります。 

 

  



外部参照設定方法と閲覧方法 

Allplanの挿入＞リンクを使用して、Webやファイルへのリンクを追加することは可能です

が、この要素は IFCの入出力に対応しておりません。 

 

現在のところ、属性の設定方法を使用して、外部参照を追加し、属性値としてファイルへの

パスを入力することになります。 

例として属性定義において、外部参照の属性を追加する場合、P.10 の 5 番の部分は以下の

ようになります。 

 

 

閲覧においても、属性値の確認方法を使用して、ファイルのパスを取得した後に、そのファ

イルを開くことになります。ご了承ください。 

 

  



測量座標系設定手順 

プロジェクトの属性に緯度、経度、平均海面からの高さを割り当てて、IFC出力を行うこと

で、測量座標系の情報を IFCに付加します。 

 

1. 「新規プロジェクト、プロジェクトを開く…」をクリックします。 

 

2. プロジェクトを選択し、右クリックメニューの「プロパティ」を選択します。 

 

3. プロジェクト情報の中にある「属性を割り当て」ボタンをクリックします。 



 

4. プロジェクト属性の一般＞経度、緯度に平面直角座標原点の緯度経度を入力し、ビルデ

ィングインフォメーションの平均海面からの高さに鉛直原子の T.P.との差を入力しま

す。 

 

経度、緯度は 10進数の度単位での入力となりますので、以下の値を入力してください。 



（桁が足りない場合、IFCに正しい値が出力されない場合があります。） 

 

5. 設定した状態で IFCを出力すると、IFCSiteの属性として値が出力されます。 

 

 

注意： 

IFC インポート時には IFCSite の地理座標情報はインポートされません。これは、プロジ

ェクトの属性値としてこれらの情報を持っているために、IFCをインポートした場合でも、

既存のプロジェクトの値を優先して保持するためです。 

  

系番号 経度 緯度 

1 129.5 33 

2 131 33 

3 132.1666666667 36 

4 133.5 33 

5 134.3333333334 36 

6 136 36 

7 137.1666666667 36 

8 138.5 36 

9 139.8333333334 36 

10 140.8333333334 40 

11 140.25 44 

12 142.25 44 

13 144.25 44 

14 142 26 

15 127.5 26 

16 124 26 

17 131 26 

18 136 20 

19 154 26 



警告表示について 

 

建物構成が出力されていない場合に IFC出力を行おうとすると表示されます。 

P.2からの「IFCを出力する前に」を参考にして、建物構成を設定してください。 

 

 

CV 2.0認証データの出力時には敷地を 1つのみ出力可能です。 

「図面ファイルを選択」画面で敷地を 1つのみ選択するようにしてください。 


